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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

パ
ク
ー
大
量
人
工
孵
化
！

三
年
前
に
レ
ダ
基
地
で
初

め
て
パ
ク
ー
の
人
工
孵
化
に

成
功
し
て
以
来
、
四
回
目
の

繁
殖
期
と
な
り
ま
し
た
。
パ

ラ
グ
ア
イ
川
の
水
産
資
源
の

回
復
と
地
場
産
業
の
育
成
に

向
け
、
国
立
ア
ス
ン
シ
オ
ン

大
学
の
マ
グ
ノ
教
授
の
指
導

の
も
と
、
パ
ク
ー
の
増
殖
に

い
っ
そ
う
熱
の
入
る
レ
ダ
基

地
ス
タ
ッ
フ
が
、
日
夜
休
む

間
も
な
く
人
工
孵
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

す
で
に
レ
ダ
産
の
パ
ク
ー

は
、
チ
ャ
コ
地
方
を
中
心
に

各
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ

ル
な
ど
に
登
場
し
て
、
そ
の

健
康
的
な
美
味
し
さ
が
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た

パ
ラ
グ
ア
イ
川
を
航
行
す
る

国
際
航
路
の
船
舶
も
レ
ダ
沖

を
通
過
す
る
と
き
に
パ
ク
ー

を
入
手
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
パ
ク
ー
の
搬
送
用

の
冷
凍
車
が
レ
ダ
基
地
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
は

よ
り
広
範
な
販
路
を
拓
く
た

め
に
、
フ
ェ
リ
ー
タ
イ
プ
の

輸
送
船
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

国
家
か
ら
も
、
地
元
民
か

ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
パ
ク
ー

養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

今
後
も
地
道
に
成
果
を
積
み

重
ね
、
人
と
自
然
と
の
福
地

建
設
を
目
指
す
努
力
を
、
ど

う
ぞ
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

1.パクーの養殖池より人工授精に適した親魚を選び出す中田所長（右）とマグノ教授

2.母魚を念入りに点検する中田所長。

3.親魚に人工授精の準備をする。

4.親魚にホルモンを注射する。5.母魚から成熟卵を採取する。6.精子をかけた後、受精卵を優しくかき混ぜる。

7.受精卵を点検するマグノ教授。8.受精卵を孵化器に入れる。9.仔魚から稚魚へと成長したパクーを養殖池に移す。

パクー人工孵化第四季



二
〇
一
六
年
初
の
定
例
集
会
と
新
年
会
で
決
意
！

一
月
十
七
日
、
午
前
十
時
半
よ
り

大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
に
お
い
て
、

一
般
社
団
法
人
南
北
米
福
地
開
発
協

会
二
〇
一
六
年
初
の
定
例
集
会
と
新

年
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
、
本
年
初
の
定
例
集
会
で

は
、
初
め
に
高
辻
章
子
さ
ん
に
よ
る
祝
歌
が
会
場
の
雰
囲
気

を
高
揚
さ
せ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
は
李
成
萬
氏
。

特
に
地
球
環
境
問
題
に
触
れ
ま
し
た
。
「
昨
年
十
一
月
三
十

日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
二
十
一
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
に
お
い
て
、

参
加
国
間
の
合
意
形
成
が
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
気
候
変
動

に
代
表
さ
れ
る
地
球
規
模
の
問
題
は
休
む
こ
と
な
く
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
今
や
米
中
の
首
脳
も
重
い
腰
を
上
げ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
真
に
創
造
主
の
心

情
と
視
点
に
立
つ
解
決
策
で
す
。
こ

れ
を
提
示
し
た
の
が
文
鮮
明
先
生
で
、

そ
の
遺
業
を
継
承
し
た
文
夫
人
は
、

鮮
鶴
平
和
賞
を
創
設
し
、
昨
年
六
月
、

キ
リ
バ
ス
の
ア
ノ
テ
・
ト
ン
大
統
領

(

気
候
変
動
危
機
の
最
前
線
で
人
類

の
未
来
と
平
和
の
た
め
に
努
力)

と

イ
ン
ド
の
モ
ダ
ド
ゥ
グ
・

ヴ
ィ
ヤ
イ
・
グ
プ
タ
博

士(

革
新
的
な
魚
の
養
殖

技
術)

の
二
人
が
第
一
回

の
受
賞
者
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
人
と
万
物
の

福
地
建
設
に
責
任
を
持
っ

て
実
行
す
る
南
北
米
福

地
開
発
協
会
の
活
動
を

熱
い
心
で
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
、
年
齢
は
十
歳
引
い

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
歓
談
の
時
間
。
井
口
靖
雄
氏
が
、
先
輩
た
ち

の
貴
重
な
歩
み
を
後
孫
の
教
材
と
す
る
た
め
に
、
各
人
が
自

叙
伝
を
書
く
こ
と
を
奨
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
午
後
一
時
か
ら
第
二

部
、
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

竹
之
内
美
紀
さ
ん
が
「
建
国
の
歌
」

な
ど
二
曲
を
独
唱
、
青
年
た
ち
も
練

習
し
て
き
た
二
曲
を
合
唱
し
ま
し
た
。

島
田
賢
二
青
年
部
長
は
今
年
の
方
針

と
し
て
「
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
後

継
者
を
探
し
、
立
て
る
」
こ
と
を
発

表
し
、
そ
の
候
補
者
を
探
す
こ
と
に

「
皆
様
の
協
力
を
！
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
次
い
で
四
日
前
に
帰
国
し

た
ば
か
り
の
小
橋
惠
三
氏
が
レ
ダ
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
し

た
。
「
レ
ダ
は
天
然
の
食
材
が
豊
富
で
、
研
究
や
開
発
は
楽

し
く
で
き
ま
す
。
し
か
し
レ
ダ
は
陸
の
孤
島
で
す
。
開
発
し

た
食
品
を
運
送
す
る
冷
凍
車
を
積
載
で
き
る
、
フ
ェ
リ
ー
型

の
船
舶
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

今
年
の
新
年
会
で
特
筆
す
べ
き
は
、
戸
石
文
夫
事
務
局
長

に
よ
る
、
「
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
福
地
建
設
に
向
け
て
」

と
題
し
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
紹
介
で
す
。
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始
め
と
す
る
総
合
ビ
ジ
ョ

ン
を
、
具
体
的
な
写
真
や
想
像
図
を
駆
使
し
て
分
か
り
や
す

く
視
覚
化
し
た
も
の
で
す
。
司
会
の
柴
沼
邦
彦
理
事
に
よ
れ

ば
、
そ
の
資
料
は
百
ペ
ー
ジ
以
上
に

上
る
と
の
こ
と
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、

「
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
目
標
と
し
て
、

人
間
と
自
然
環
境
の
共
存
す
る
国
際

村
の
実
現
を
目
指
し
、
多
家
庭
が
移

住
で
き
る
環
境
を
準
備
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
！
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
の
活
動
で
功
労
の

大
き
か
っ
た
上
位
十
名
が
表
彰
と
記

念
品
を
受
け
、
参
加
者
の
大
き
な
拍

手
の
中
で
記
念
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
当
会
と
協
力
関
係
に
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
の
緑
を
守
る
会
」

の
高
津
啓
洋
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
「
最
初
に
レ
ダ
に
植

樹
を
始
め
て
か
ら
十
六
年
が
経
過
し
、
生
態
学
的
に
も
有
意

義
な
デ
ー
タ
を
得
た
こ
と
は
、
活
動
の
貴
重
な
成
果
の
一
つ

で
す
。
今
年
は
、
私
自
身
が
レ
ダ
に

赴
い
て
、
森
づ
く
り
の
企
画
を
推
進

し
て
行
き
ま
す
。
」
と
新
年
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

新
年
会
の
締
め
く
く
り
は
、
当
会

の
中
田
欣
宏
理
事
長
に
よ
る
今
年
度

方
針
の
発
表
で
す
。
「
昨
年
は
レ
ダ

基
地
を
囲
む
５
Km
の
堤
防
を
造
成
で

き
、
洪
水
被
害
の
心
配
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
」
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
パ
ン

タ
ナ
ー
ル
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

義
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
々
に
理
解

を
広
め
る
こ
と
」
そ
の
た
め
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
用
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を

作
成
す
る
な
ど
し
、
一
般
の
個
人
や

団
体
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
目
標
と
し
て
は
、

「
現
地
に
生
活
と
経
済
の
基
盤
を
造

る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
具
体
的
に

起
こ
す
」
た
め
の
事
業
法
人
つ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
未
来
の
た
め
後
継
者
を
発
掘

す
る
こ
と
、
社
会
の
中
か
ら
心
あ
る

協
力
者
を
広
く
求
め
、
支
援
態
勢
を

強
化
す
る
こ
と
、
人
的
支
援
と
し
て
、

技
術
を
持
つ
人
を
レ
ダ
に
送
る
こ
と
」

な
ど
を
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
本
年
の
活
動
に
向
け
て

熱
意
と
覚
悟
が
高
ま
る
中
、
活
動
の

中
核
と
な
る
総
支
部
長
た
ち
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
吉
村
敏
明
理

事
の
音
頭
取
り
で
万
歳
三
唱
を
し
、

全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。
（
撮
影
＝
石
川
、
文
＝
小
田
）

歌う竹之内さん

歌う高辻さん

語る李成萬氏

合唱する青年たち（右端が島田青年部長）

報告する小橋氏

当会の中田理事長 高津NPO理事長

戸石事務局長司会の柴沼理事



★
ハ
チ
ド
リ
（
ピ
カ
フ
ロ
ー
ル
）

ハ
チ
ド
リ
は
、
握
り
寿
司

の
よ
う
に
小
さ
く
、
可
愛
ら

し
い
小
鳥
で
あ
る
。
南
北
ア

メ
リ
カ
の
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯

に
か
け
て
、
広
く
分
布
し
、

花
の
咲
く
地
域
な
ら
、
ほ
と

ん
ど
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
。

ハ
チ
ド
リ
は
、
良
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
花
の
蜜
を
吸

う
時
、
蝶
や
蜂
の
よ
う
に
花

に
止
ま
ら
ず
、
空
中
で
ホ
バ

リ
ン
グ
す
る
。
し
か
し
人
が

接
近
す
る
と
サ
ッ
と
飛
ん
で
逃
げ
る
の
で
、
撮
影
に

は
カ
メ
ラ
を
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
が
多
い
。
ネ
ッ
ト

上
に
も
多
く
の
美
し
い
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ハ
チ
ド
リ
も
休
憩
す
る
と
き
は
、
木
の
小
枝
な
ど

に
止
ま
る
。
背
に
風
を
受
け
る
と
、
羽
毛
が
も
こ
も

こ
と
逆
立
っ
て
、
別
種
の
鳥
の
よ
う
に
見
え
る
。

ハ
チ
ド
リ
は
、
ス
ニ
ッ
チ
の
よ
う
に
飛
ぶ
。
（
ス

ニ
ッ
チ
と
は
、
映
画
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
中
で
、
ク
ィ

デ
ィ
ッ
チ
と
い
う
競
技
に
使
わ
れ
る
白
い
球
）
飛
ぶ

時
は
、
目
で
追
う
の
が
や
っ
と
の
速
さ
で
、
変
化
球

の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
に
方
向
転
換
し
な
が
ら
樹
木
な

ど
の
障
害
物
の
間
を
縫
っ
て
飛
ぶ
。
空
中
停
止
が
で

き
る
ほ
か
、
飛
翔
中
に
鋭
角
の
進
路
変
更
を
見
せ
る

こ
と
も
あ
る
。
木
の
葉
に
ハ
チ
ド
リ
の
羽
が
触
れ
る

と
、
そ
の
細
か
く
震
え
る
音
で
ハ
チ
ド
リ
が
近
く
に

い
る
こ
と
が
分
る
。

あ
る
朝
、
窓
の
下
で
地
面
に
に
う
ず
く
ま
っ
て
い

る
一
羽
の
ハ
チ
ド
リ
を

見
つ
け
た
。
窓
ガ
ラ
ス

に
高
速
で
衝
突
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
が
コ

ウ
モ
リ
と
異
な
る
。
腰

を
か
が
め
、
ハ
チ
ド
リ

に
手
を
差
し
伸
べ
る
と
、

よ
ち
よ
ち
と
私
の
掌
に

上
っ
て
来
た
。
餌
付
け
し
な
い
限
り
、

野
鳥
が
人
の
手
に
自
ら
入
る
こ
と
は
な

い
。
目
が
見
え
な
い
よ
う
だ
。
お
そ
ら

く
手
の
暖
か
さ
を
感
じ
て
来
た
の
だ
ろ

う
。
こ
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域
も
、
冬

の
早
朝
は
冷
え
込
む
。

私
は
、
飛
べ
な
く
な
っ
た
野
鳥
を
見

つ
け
る
と
、
暗
い
箱
の
中
に
入
れ
て
や

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
半
日
ほ
ど
お
と

な
し
く
し
て
い
れ
ば
、
体
が
回
復
し
、

陽
射
し
の
あ
る
午
後
に
放
て
ば
勢
い
良

く
飛
ん
で
ゆ
く
の
が
普
通
だ
。
私
は
飛

べ
な
く
な
っ
た
ハ
チ
ド
リ
を
箱
に
入
れ
、

昼
に
な
っ
て
か
ら
取
り
出
し
た
。
両
眼

は
相
変
わ
ら
ず
細
く
な
っ
た
ま
ま
だ
が
、

い
く
分
元
気
に
な
っ
た
の
か
、
私
の
掌
の
上
で
、
翼
を
拡
げ
、

首
を
も
た
げ
て
羽
ば
た
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
何
故
か
飛

び
立
た
な
い
。
体
力
が
足
り
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
が
ん
ば
れ
、

が
ん
ば
れ
、
と
声
援
を
送
る
が
、
動
き
が
弱
々
し
い
。
と
、

あ
る
瞬
間
パ
ッ
と
飛
び
立
っ
た
。
私
の
前
で
、
直
径
５
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
円
を
描
き
な
が
ら
水
平
飛
行
し
、
１
周
だ
け
し

て
私
の
わ
き
腹
に
セ
ミ
の
よ
う
に
止
ま
っ
た
。
そ
う
だ
、
そ

の
調
子
だ
、
し
っ
か
り
飛
ん
で
行
け
！

し
ば
ら
く
私
は
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
、
じ
っ
と
こ
の
小
さ

な
生
き
物
を
見
守
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ハ
チ
ド
リ
は
、
ぽ

と
り
と
地
面
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
力
尽
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
う
完
全
に
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
後
１
時
間
ほ
ど
し

て
、
こ
の
美
し
い
小
さ
な
鳥
は
息
を
引
き
取
っ
た
。
（
ハ
チ

ド
リ
目

ハ
チ
ド
リ
科

ア
オ
ム
ネ
ヒ
メ
エ
メ
ラ
ル
ド
ハ
チ

ド
リ

ス
ペ
イ
ン
語
で
ピ
カ
フ
ロ
ー
ル
）
（
小
田
記
）

パンタナールの生きものたちと出会って（5）

レダを体験した青年は、今！ (第４回)

世界一の母親になることが私の夢です!
Ｑ.青年奉仕隊に参加した理由は
何ですか？

Ａ.学校での奉仕活動に魅力を感
じました。子供好きで世話好きな

ことと、写真で見た奉仕活動をす

る青年たちの姿が輝いていて、行っ

てみたいと思いました。

Ｑ.行ってみて何を感じましたか？

Ａ.海外に出ることで、「こんな
にも発見が多いんだな！」と驚き

ました。テレビで見たことがあっ

ても、本物を見ることでより強く

実感させられたり、逆にイメージ

と違っていたことなどもありまし

た。習慣の違いに驚き、格差の深

刻さを突き付けられもしました。

また、自分自身の心の中に「挑

戦することを恐れていた自分」を発見しました。日本ではメンツがあった

り、傷つくことを恐れて、一歩踏み出せなかった自分が、海外に出て言葉

も通じない環境におかれることでゼロになりました。しかし、そこから大

きく成長していけることを知ったのです。

Ｑ.嬉しかった思い出はありますか？

Ａ.大きなパクを釣ったことです。それまで釣り竿を触ったこともなかっ
た私は、「パクなんか釣れるわけない」と思っていました。ところが、私

が持った竿に大きなパクが食いついたのです。みんなに助けられながら無

我夢中で釣り上げました。

その時は興奮だけでしたが、あとで感じたことは「信じること」の大切

さです。今まで私は、目に見えないものを信じたり、期待することがあま

りできないタイプでした。しかし、釣りの体験を通して、もっと信じてい

く勇気が必要だと思いました。これからの人生でも「あそこにパクがいる

かもしれない！」と信じ、わくわくしながらいろんなことに挑戦していき

たいです。

Ｑ.青年奉仕隊の経験は、その後の人生にどんな影響を与えましたか？

Ａ.来年休学して、留学することを決意しました。何もない所に身をおき、
自分を成長させたいと思います。まだ見えない何かを期待して、飛び込ん

でいけるのは今しかないと感じます。具体的には、母の母国である台湾に

行って中国語を学びつつ、いろんな経験ができればと思っています。将来

は、教育関係の仕事に携わり、世界一の母親になることが私の夢です。

矢嶋淳華さん 第15回国際協力青年
奉仕隊員 早稲田大学 文化構想学部
３年生（バイアネグラの医師とともに）
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組
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Ｏ
Ｐ
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パ
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催
さ
れ
ま
し
た
。
史
上

初
め
て
世
界
一
九
六
ヶ
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室
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果
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約
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に
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、
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国
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に
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剣
な
努
力
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と
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れ
ま
す
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ま
た
、
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一
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に
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法
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拘
束
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が
あ
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な
行
動
目
標
と
な
っ
て
い
る
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と
、
す
で

に
最
も
危
険
な
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
地
域
住
民

の
権
利
が
損
な
わ
れ
て
い
る
等
の
批
判
が
あ
り
ま
す
。

合
意
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旨

●
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
速
や
か
に
ピ
ー
ク
に

達
し
て
減
り
始
め
る
よ
う
に
す
る
。
今
世
紀
後
半
に
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
源
と
吸
収
源
の
均
衡
を
達
成
す
る
。
森
林
・

土
壌
・
海
洋
が
自
然
に
吸
収
で
き
る
量
に
ま
で
、
排
出
量
を

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。
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南北米福地開発協会 事務局
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ホームページ: http://asd-nsa.com

二
〇
五
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一
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の
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に
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て
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く
。

●
地
球
の
気
温
上
昇
を
二
度
Ｃ
よ
り
「
か
な
り
低
く
」
抑
え
、

一
・
五
度
Ｃ
未
満
に
抑
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

●
五
年
ご
と
に
進
展
を
点
検
す
る
。

●
途
上
国
の
気
候
変
動
対
策
に
先
進
国
が
二
〇
二
〇
年
ま
で

年
間
一
〇
〇
〇
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ド
ル
支
援
す
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。
二
〇
二
〇
年
以
降
も
資

金
援
助
を
約
束
す
る
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
＝
冷
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、
暖
房
と
も
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、
温
度
設
定

を
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し
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適
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に
保
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使
わ
な
い
電
化
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は
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を

切
る
。
照
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を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
を
取
り
入
れ
る
。
等
々
。

●
低
炭
素
な
仕
組
み
作
り
を
応
援
す
る
＝
環
境
に
配
慮
し
た

消
費
生
活
。
リ
ユ
ー
ス
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
。
カ
ー
ボ
ン
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
意
識
す
る
。
気
候
変
動

や
温
暖
化
に
つ
い
て
学
ぶ
、
伝
え
る
。
等
々
。

●
森
づ
く
り
に
取
り
組
む
＝
緑
を
守
る
、
緑
を
増
や
す
、
緑

を
育
て
る
。
個
人
で
、
家
庭
で
、
仲
間
と
、
地
域
で
、
学
校

で
、
会
社
で
、
社
会
で
、
等
々
。

お便り募集

読者の皆様からのお便りを募
集します。本紙記事へのご感
想や提案、皆様個人やご家
庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局
office@asd-nsa.com
へお願いします。

COP21合意の要旨

全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト：
（http://www.jccca.org/）より

同上：http://www.jccca.org/chart/chart01_03.html


